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期間 :令和 5年 9月 21日 (本)～ 30日 (土 )

交通事故死ゼロを目指す 日 :9月 30日 (土 )

週靱祗簾
・こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

車両は、歩行者が横断歩道を横断している場合はもちろん、横断しようとしている場合に

も、横断歩道の手前で停止 しなければなりません。

歩行者はもちろん、自転車や他の車に対しても思いや りを持った運転を心掛けましょう。

歩行者も横断歩道を渡る際には、手をあげるなど横断する意思を明確に伝え、安全を確認

してから横断しましょう。
また、停止した車両の運転手に会釈をする等、感謝の気持ちを伝えましょう。

・夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
例年、日没時間が急激に早まる9月 から10月 にかけて、薄暮時間帯 (日 没時間の前後 1

時間)に交通事故が多発する傾向にあります。

薄暮時間帯に外出する際は、明るい服装や反射材の着用を心掛けましょう。

車を運転する方は、ヘッドライ トを早めに点灯しましょう。

飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。

本人はもちろん、同乗者、お酒を提供 した人にも厳しい処分があります。

飲酒運転を根絶するためには、運転者だけでなく、その家族や友人 。同僚など地域が一体

となって取り組むことが大切です。

飲酒運転「なめたらア・力・ン」を合い言葉に、みんなで飲酒運転の根絶を図りましょう。

・ 自転 車 等 のヘ ル メ ッ ト着 用 と交 通 ル ー ル 遵 守 の徹 底

4月 1日 から全ての自転車利用者に対して、自転車に乗るときのヘルメット着用が努力義

務になっています。
自分の身を守るためにもヘルメットを被りましょう。

自転車は「車両」です、車両としての交通法規を理解し安全に利用 しましょう。

二人乗りや並進、右側通行、傘差し運転、スマー トフォンを使用しながらの運転等、危険

な運転は絶対にやめましょう。

8
特殊詐欺の犯人からの電話のほとんどが自宅の固定電話にかかっています。

被害防止の第一歩は固定電話対策から。

あなたの周 りの家族、友人にも教えてあげてください。

本年 5月 1日 からナンバーディスプレイおよびナンバー・ リクエス トの高齢者 (70歳以上または 70歳以

上の方と同居している契約者)に対する無償化受付や特殊詐欺対策サービスなどを実施中。

お問い合わせ先

NTT西 日本 特殊詐欺対策ダイヤル

o120-931-965
(営業時間 午前 9時～午後 5時)(年末年始 12月 29日 ～ 1月 3日 を除く)

電話でお金、カードの話|オサギ′

特殊詐欺補害防止専用71′―タイヤ『L(24時間受付 )

「ちょっこ確認電話輌 孝げ確認   0,20-508-378

.編
集発行  

｀

有田湯繊警察署

TEL
64‐-0110

作成者

箕島駅前交番

筆菫Fヨ 冒ロ

N丁 丁西日本が固定電話機の

特殊詐欺対策サービスを実施中

熱中症にご注意を !

9月 に入っても暑さはまだまだ続きます。

引き続き熱中症対策を心掛けてください。

身近な高齢者には、昼夜問わずエアコン等を使用するよう声掛けを。

箕島駅前交番だより 令和 5年 9月号 回覧

有 田湯浅警察署では、防災無線 により特殊許欺事件の警戒広報等を実施す ることがあ ります。ご協力お願い します。
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